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要 旨

握力の衰えた要介護者が，自立して動線を確保できるようにするため，弱握力者用の単独段昇降及び着

座からの立ち上がり用治貝を開発し，使用のための解析を行った。治貝は，3分力計及び動画記録により，

動作解析を行った。その結果，単独段及び立ち上がりで大きな効果が確認できた。

1．はじめに

福祉用補助貝・治貝は要介護者ができるだけ他

人の手を借りずに快適な口常生活を送るためのひ

とっの重要な道具である。要介護者が福祉用補助

員・治貝を使用することによって，今まで補助を

必要とし，苦労していた日常生活動作（起居，移

乗，移動，入浴等）が容易となり，結果として要

介護者の自立度が高まることになる1－、日。また，

これら補助具・治貝を使用することにより，要介

護者の転倒，骨折などの様々な危険性を低下させ

ることが可能となる。さらに，要介護者が補助具・

治貝を使うことで，介護者の負担を大きく軽減さ

せることが可能となるだけでなく，要介護者の精

神的負担も軽減することができるので，要介護者・
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介護者の両者にとって大きなメリットとなること

が期待される。これらのことから，要介護者がさ

らに自立して生活するためには，水平移動，単独

段昇降（玄関の上り梶，浴室等）や着座からの立

ち上がり（トイレ，椅子）などでの介護者の体力

的負担を軽減できるような福祉用補助具を開発す

ることが極めて重要となる。しかし，補助貝・治

貝を使用するためには，必ず「握る」という動作

が必要となるが，体力が低下している要介護者や，

手に障害を持っ要介護者にとって，通常の福祉用

補助具・治貝を握って使用することは困難であっ

た。

そこで本研究では，単独段昇降及び着座からの

立ち上がり用共通補助具開発のために，人間⊥学



的知見に基づく治貝の試作，動画撮影のリアルタ

イム計測及び使用時に補助具にかかる力の計測を

行った。

2．実験方法

2．1補助員の試作及び動画による動作解析

単独段昇降及び立ち上がり補助具の最終形状決

定は，要介護者の使用を想定して，片麻捧体験セッ

トを用いた健常者の動作を解析しながら行った。

高さ15cmの単独段及び立ち上がりの各装置の平面

配置図を図1及び図2に示す。補助員の寸法は，
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図1　単独段昇降
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図2　座位からの立ち上がり

日本人の平均値から設計した5）。形状決定後は，

実際に麻痺症状のある高齢者に補助具を使用して

もらいながら，立ち上がり動作のビデオデータを

収集した。映像による動作解析用データの収集は，

単独段，立ち上がりのいずれも左右及び後方から

のビデオ撮影で行った。

2．2補助具への負荷応力計測

補助具への負荷応力は，図3に示す補助具の上
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腕及び前腕把持部に取り付けた2個の三分力計LC

l及びLC2により，それぞれX，Y，Zの3つの直交軸

荷重を計測した。補助具は，使用者の重心移動に

応じて回転することで，スムーズな昇降や立ち上

がり動作を支持している。

図3　3分力計配置図

3．実験結果

3．1単独段昇降

3．1．1右片手単独段昇降

図4に片手単独段昇降の写真及び3分力計測定

結果を示す。片手での単独段昇降は，右上腕及び

肩にかなりの負担を要した。補助具には，右肩を

固定できる力の限界までしか力を預けられず，左

麻痺足を昇降させるために右肩を固定するのに前

腕，手のひら，背筋等にかなりの力を要した。写

真からも右肩が左肩に比べてその位置が高いこと

から，右肩に負担のかかっていることが分かる。

また，身体の中心軸も右への傾きが認められず，

体全体が補助具に依存していないことが分かる。

これらの結果は，補助具にかかる3分力計の結果

とよく一致した。

3．1．2両手単独段昇降

図5に両手単独段昇降の写真及び3分力計測定

結果を示す。両手での単独段昇降は，片手昇降同

様，右上腕及び肩に負担を要するが，左前腕によ

る補助具の身体への引きっけにより，右肩の固定

が容易となり，結果として，片手時より昇降がし
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やすくなった。その結果，補助具に対してより

身体の中心軸を預けることが可能となり，重心が

ぶれずに左麻痺足の昇降が容易となった。写真か

らは，左手を補助具に添えることにより，左右の

肩のラインが水平となり，片手昇降よりも右肩へ

の負担が少なくなっていることが確認できる。さ

らに身体の中心軸が片手昇降より右側に傾いてお

り，身体がより補助貝に依存していることが明ら

かとなった。3分力計の結果も，片手単独段昇降

と同様に，これらの結果とほぼ一致する傾向が見

られた。

時間　t／S

図4　片手での単独段昇降
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図5　両手での単独段昇降
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3．2立ち上がり

健常者の座位からの立ち上がりのメカニズムは，

頭部及び上肢を前にかがめ，身体の垂心、移動を行

い，その後下肢上部を頭部とのバランスを保っこ

とで持ち上げる。さらに下肢で立ち上がった後，

頭部及び上肢を垂直に立て直す。

要介護者がこの補助具を用いて立ち上がる場合，

まず上腕後方のあて板で上肢の前方への倒れ込み

を補助し，椅子から暫部が離れた後に，頭部及び

上肢を垂直に立て直すために前腕郡のあて板が作

用することが予想され，動画からも確認できた。

この一連の動作で暫部が浮き上がった写真を図6

に示す。
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要介護者の立ち上がり動作の状況は，座位から

の立ち上がり時の3分力計測定結果にも反映され

た。（a）及び（b）は，障害程度の異なる被験者の

結果である。立ち上がりには，いずれの場合にも

上腕を後から押す力（縁）が加わり，設計通り立

ち上がりを補助していることが分かる。また，体

の揺動を押さえるために上腕を使っていることが，

上腕横軸加重（赤）が高くなっていることからも

分かる。また，指先まで含む前腕部では，十分な

握力が得られていない被験者であるにもかかわら

ず，上体を引き起こす動作を行っている（黄色）。

被験者の障害程度による本補助具の効果は，立ち

上がるまでの所要時間として，顕著に現れている。

妻（a ）

　　　　 ‡

一一一一一一一一一一一世一一一■一一一一一一】L一一■叫州 【－〟・・一m 【叩 【【【 「 率き ．喪二 一一t

　　　　′〉‰t
重　 ん豪盛血i＿－＿⊥＿一山一一〟〉n馳 笹〉‥′一一一一－ 〉適ぢ、

′ ‾篭 鞠志 ；　　　　 ’‾彗＿互．．撃。…U、

l巌 嘉 ‾嘉 露語 ’、　　　 …

弓
t　　　　　　　　　　　　　　 洲 、…R…■㌍ ∵ ：＋ ＋ ＋　 軒
喜　　　　　　 ≡‾′禦 凝 ′ゞ　 i

Lb　　　　　　　　 ｝ 叩 叫 ＿慧ヨ空E型
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

時間　t／S

（b ）　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

‡匁〉凍　 寒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
払　 凍　　　　　　　　　　　　　　 ≧

淀 禦 空 ≡ ＝ ≡ 罰

威　 ∇　　　　　　 …

‾「、「や‾一‾‾二二W ∵ご肌で簑諾「W 「．，い
轡 ぷ 義 元 ・（ ㌔　 ▲〈ミ戦、‰ ・＿ ∴量麗増血神髄表＿長 盛 蝉 麗 蛸 』

陛－一撃 ニー一　 芸 憲 一
；　　　　　　　　　　　　　 〉〉ごこ恥部三と・‾彊終Ⅷ

享 凍 結 ＿雅

図6　座位からの立ち上がり
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4．まとめ

以上の結果から，単独段昇降では両手を治貝に

添えて使用する方法で昇降の補助に大きな効果が

確認できた。また，立ち上がりでも治貝の回転に

よる上腕部の押し出し効果と手のひらで下向きに

押し出す効果が顕著に表れ，要介護者の補助員と

して，有効であることが確認できた。
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